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ずっと元気に過ごそう
地域包括支援センターをご利用ください

不
安
を
安
心
に
変
え
る
。
そ
れ
が

お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

Qあなたなら、どちらの道を選びますか…？

※このお話は、フィクションです

退院して家に帰っても、体の具合は十分じゃないし…。

家のことをちゃんとしていけるか心配だわ。

介護保険のサービスって、誰でも受けられるのかしら。

それに、どんなものがあるのか実際のところ知らないわ。

自分や家族の物忘れが、最近ひどくなってきたような…。

これっていわゆる認知症？　受診した方がいいのかしら。

足腰が弱ってきて、外出するのがおっくうなんだよなぁ。

一人暮らしで、このごろ家事をするのがしんどくなってきた。

介護が大変で、つい本人に怒鳴りたくなることがあるのよ！

遠く離れて一人で暮らす高齢の母親のことが気掛かりで…

買い物だけでも誰かにサポートしてもらえないかなぁ。

お金の管理や大事な手続きをするのに自分で判断する自信がない…。

…でもこんな細かい悩みや不安、
いったいどこに相談したらいいの？　

　
寒
〜
い
冬
の
あ
る
日
。気
分
屋
の「
ウ
サ
吉
さ
ん
」

と
実
直
型
の
「
カ
メ
蔵
さ
ん
」
は
、
凍
っ
た
道
で
転

ん
だ
拍
子
に
手
と
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
困
っ
た
２
匹
は
、
動
物
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
。で
も
、そ
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
ま
る
で
正
反
対
。半
年
後
、２
匹
が
ど

う
な
っ
た
の
か
、ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
吉
さ
ん
は
、
骨
折
で
日

常
生
活
が
不
自
由
な
こ

と
を
、
キ
リ
ギ
リ
ス
の
「
キ
リ

子
さ
ん
」
に
相
談
し
ま
し
た
。

キ
リ
子
さ
ん
は
、
動
物
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
持
つ
、

ウ
サ
吉
さ
ん
の
友
人
で
す
。　 

　
「
着
替
え
ぐ
ら
い
は
自
分
で

で
き
る
け
ど
、手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
方
が
楽
。
こ
の
際
、
使
え
る

だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
み
よ
う
」
。
そ
う
考
え
た
ウ

サ
吉
さ
ん
。
キ
リ
子
さ
ん
に
動

物
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き
や
プ

ラ
ン
作
り
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
「
電
動
車
イ
ス
や
、
最
新
式

の
電
動
わ
ら
ベ
ッ
ド
を
レ
ン

タ
ル
し
ま
し
ょ
う
。
動
物
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
に
も
毎
日
来
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
食
事
の
支
度

や
介
助
、
着
替
え
も
手
伝
っ
て

も
ら
え
ま
す
よ
。
せ
っ
か
く
の

動
物
介
護
保
険
で
す
か
ら
、
使

わ
な
い
と
損
で
す
よ
」。

　
そ
れ
か
ら
で
す
。
動
物
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
は
毎
日
欠
か
さ
ず
、

掃
除
や
洗
濯
、
着
替
え
、
食
事

の
介
助
な
ど
懸
命
に
世
話
し

て
く
れ
ま
す
。
自
在
に
動
く
電

動
ベ
ッ
ド
は
と
て
も
便
利
で
す
。

　
「
あ
あ
、
楽
ち
ん
」
。
初
め
は

戸
惑
っ
て
い
た
ウ
サ
吉
さ
ん

で
し
た
が
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
に
大
満
足
。
や
が

て
、
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
電
動

わ
ら
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す

よ
う
に
な
り
、
外
に
出
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
半
年
後
。
ウ
サ
吉
さ

ん
は
、
す
っ
か
り
元
気
を
な
く

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
か
ら
で
す
。楽
し
み
は
、ベ
ッ

ド
の
上
か
ら
見
る
テ
レ
ビ
だ
け
。

大
好
き
だ
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
に

も
興
味
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

ト
イ
レ
さ
え
介
助
な
し
で
は

行
け
な
い
ほ
ど
、
体
が
衰
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
ウ
サ
吉
さ
ん
は
、
さ
ら
に
多

く
の
動
物
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
寝

た
き
り
で
老
後
を
過
ご
し
ま

し
た
。

メ
蔵
さ
ん
は
、
骨
折
で
日

常
生
活
が
不
自
由
な
こ

と
を
、
働
き
ア
リ
の
「
ア
リ
子

さ
ん
」
に
相
談
し
ま
し
た
。
ア

リ
子
さ
ん
は
、
動
物
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
持
つ
、

カ
メ
蔵
さ
ん
の
友
人
で
す
。

　
「
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て
、
ま
た
見
守
り
隊
の
活
動
を

し
た
い
ん
だ
」
と
い
う
思
い
を

切
実
に
話
す
カ
メ
蔵
さ
ん
。

　
「
そ
れ
な
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を

取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
動
物
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
に
週
２
回
ほ
ど
来

て
も
ら
い
、
一
緒
に
掃
除
や
ご

飯
の
支
度
を
し
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
元
の
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
。
カ

メ
蔵
さ
ん
は
、
ア
リ
子
さ
ん
に

動
物
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
や

プ
ラ
ン
作
り
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
で
す
。
動
物
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
は
週
２
回
、
一
人
で

で
き
な
い
こ
と
だ
け
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
着
替
え

や
食
事
な
ど
時
間
が
か
か
っ

て
も
カ
メ
蔵
さ
ん
が
一
人
で

で
き
る
こ
と
は
、
そ
っ
と
見
守

る
だ
け
。
買
い
物
も
、
一
緒
に

行
く
よ
う
促
し
て
く
れ
ま
す
。

　
初
め
は
「
も
っ
と
手
伝
っ
て

く
れ
て
も
…
」
と
思
っ
た
カ
メ

蔵
さ
ん
で
し
た
が
、
徐
々
に
体

が
動
く
よ
う
に
な
る
と
、
不
安

が
自
信
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
も
頑
張
り
、

ア
リ
子
さ
ん
と
立
て
た
目
標

に
向
け
て
地
道
に
努
力
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
半
年
後
。
カ
メ
蔵
さ

ん
は
、
す
っ
か
り
元
気
を
取
り

戻
し
て
い
ま
し
た
。
運
動
機
能

向
上
の
た
め
の
教
室
に
も
通
い
、

念
願
だ
っ
た
見
守
り
隊
の
活

動
が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し

た
の
で
す
。

　
「
明
日
は
久
し
ぶ
り
に
交
差

点
に
立
ち
ま
す
」
と
カ
メ
蔵
さ

ん
。復
帰
の
記
念
に
、今
か
ら
ス

ニ
ー
カ
ー
を
買
い
に
行
く
ん
で

す
、
と
嬉
し
そ
う
。
カ
メ
蔵
さ
ん

は
、
以
前
よ
り
も
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

ウ

地

高

カ

【カメ蔵さん】
カメ、66歳。派出所の勤務
を6年前に引退し、現在は
動物年金暮らし。昨年、動
物介護保険の第１号被保
険者になった。「地域見守
り隊」の活動がライフワーク。

【ウサ吉さん】
ウサギ、70歳。動物介護保
険の第1号被保険者。各地
で陸上の指導をしていた
が5年前に引退。趣味はマ
ラソンで、その日の気分で
走ったり休んだりしている。

　でも、できれば自分の体の機能

を生かし、自分のことは自分でで

きる生活を送りたいもの。そこで

次のページでは、支援センター業

務の大前提「介護予防」の取り組

みについて、見ていきましょう。

■皆さんに身近な地域包括支援センターはこちら

（三国）三国総合支所

　　　福祉課内

　　　　82-7576

（坂井）健康長寿課内

　　　　50-3040

（丸岡）丸岡総合支所

　　　福祉課内

　　　　68-0811

（春江）春江総合支所

　　　福祉課内

　　　　51-9404

三国坂井地域

包括支援センター

包括的・継続的な

ケアマネジメント、

あらゆる職種との

連携調整　など

幅広い相談・支援、

虐待防止と早期発見、

権利擁護　　など

介護予防のケア

マネジメントなど

丸岡春江地域

包括支援センター

ボランティア

司法書士会

社会福祉
協議会

介護サービ
ス事業所

ケアマネ
ジャー

保健福祉
事務所

地区医師会

民生委員

消費生活
センター

在宅介護支
援センター

人権擁護
委員

消防署・
警察署

社会福祉士

地域包括支援
センター

主任ケアマネジャー 保健師

本人・家族

住み慣れたところで いつまでも自分らしく

ずっと元気に過ごそう
地域包括支援センターをご利用ください

住み慣れたところで いつまでも自分らしく

関係機関と連携し、ニーズに
適したサービスにつなげます

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
身
近
な
総
合
窓
口

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
、

福
祉
や
健
康
、
医
療
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
包
括
的

に
支
援
し
よ
う
―
と
い
う
こ

と
で
、
本
市
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
４
月

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
）
に
は
、

「
保
健
師
」
「
社
会
福
祉
士
」

「
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

と
い
う
３
種
の
専
門
職
が
い

ま
す
。
専
門
分
野
の
仕
事
は

も
ち
ろ
ん
、
お
互
い
に
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
体
制
で

総
合
的
に
高
齢
者
の
相
談
に

応
じ
た
り
、
介
護
予
防
の
た
め

の
プ
ラ
ン
を
組
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
話
を
じ
っ
く
り
聞
く

そ
の
上
で
支
援
に
つ
な
げ
る

　

齢
者
本
人
や
そ
の
家
族

が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
、

相
談
事
は
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
最
適
な
の
か
。

ま
ず
は
十
分
に
話
を
聞
い
て

状
況
を
把
握
。
そ
の
上
で
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
効

果
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い
く
の
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
で
す
。

【
ウ
サ
吉
さ
ん
の
場
合
】

【
カ
メ
蔵
さ
ん
の
場
合
】
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高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え
、自
立
を
応
援
す
る
た
め
の
介
護
保
険
制

度
。「
介
護
予
防
」は
、制
度
の
大
切
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。
高

齢
者
の
生
き
生
き
と
し
た
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

老
化
は
宿
命
―
な
ら
ば

せ
め
て
時
間
を
稼
ご
う

介
護
予
防
の
プ
ラ
ン
は

体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
設
計

化
―
。
そ
れ
は
、
で
き
れ

ば
永
遠
に
受
け
入
れ
た

く
な
い
、
し
か
し
誰
も
が
避
け

て
は
通
れ
な
い
現
実
で
す
。

　
歳
を
重
ね
る
と
、
以
前
は
普

通
に
で
き
た
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
け
が
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
病
気
や
認
知
症
な
ど
も
、
誰

に
も
、
ど
の
家
庭
に
と
っ
て
も
、

切
実
な
問
題
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

身
の
機
能
は
、
少
し
で
も

健
康
な
う
ち
か
ら
鍛
え

て
い
く
こ
と
で
、
維
持
・
向
上

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
「
老
化
は
先
延
ば
し

で
き
る
」
、「
介
護
は
予
防
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め

に
も
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護

予
防
事
業
は
有
意
義
で
す
。

老
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

保
険
を
利
用
し
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
人
に
『
生
活
機

能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』（
右
下
）

を
送
付
し
て
、
そ
の
返
信
結
果

を
基
に
、
生
活
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
を
２
段
階
に
分
け

て
把
握
し
ま
す
。

①
当
分
、
介
護
保
険
を
利
用
し

な
く
て
も
い
い
元
気
な
人（
一

次
予
防
対
象
者
）

②
近
い
将
来
介
護
が
必
要
と

な
る
可
能
性
が
高
い
人
（
二

次
予
防
対
象
者
）

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の

人
に
あ
っ
た
介
護
予
防
プ
ラ

ン
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

支

心

一
人
一
人
に
合
っ
た
支
援
の
た
め
に

ま
ず
は
皆
さ
ん
の
心
身
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

介護予防11元
気
な
人
の
体
力
維
持
は

『
元
気
ク
ラ
ブ
』で

（
一
次
予
防
事
業
）

康
に
は
ま
だ
自
信
が
あ
る
、

と
い
う
人
に
は
『
元
気
ク

ラ
ブ
』
へ
の
参
加
が
お
勧
め
で

す
。
健
康
を
維
持
し
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、

介
護
予
防
体
操
や
健
康
に
関

す
る
学
習
会
な
ど
を
、
市
内

６
カ
所
で
月
２
回
ず
つ
、
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

健
康
長
寿
課（
　
50-

３
０
４
０
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』で

 

介
護
予
備
軍 

に
歯
止
め

（
二
次
予
防
事
業
）

活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
で
、
心
身
の
衰
え
が
あ

る
程
度
進
ん
で
い
る
人
に
は
、

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』
へ
の

参
加
を
、
個
別
に
勧
め
て
い
ま

す
。
弱
っ
た
機
能
に
応
じ
た
教

室
で
、
無
料
で
楽
し
く
健
康
増

進
で
き
ま
す
。
案
内
が
届
い
た

ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健

生

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て
も
い
い
人
に
は

ま
だ
ま
だ
元
気
！
　
介
護
の
い
ら
な
い
体
を

つ
く
る
た
め
の
介
護
予
防
事
業
を

介護予防22

状
態
に
応
じ
て
目
標
を
設
定

無
理
な
く
自
立
生
活
へ

た
き
り
に
な
ら
な
い
」「
ま

た
一
人
で
出
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、

前
述
の 

カ
メ
蔵
さ
ん 

の
よ
う

に
、
高
齢
者
が
生
活
の
中
で
実

現
し
た
い
こ
と
を
目
標
に
、
在

宅
で
の
自
立
し
た
日
常
生
活

に
つ
な
が
る
一
人
一
人
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
作
成
し
ま
す
。訪
問
サ
ー

ビ
ス
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
き
、

原
則
１
割
の
自
己
負
担
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
寝

【
要
支
援
１
・
２
】介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
人
に
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
利
用
し
な
が
ら

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
支
援
を
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　地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた地域で生き生きと

生活をしていくための後押しをするところです。

　介護にならないよう体の状態を知って改善すること。自分や家族

の心身の不安を取り除くこと。どちらも、気づきや対応が早ければ

早いほど効果的に解決できます。地域包括支援センターはそのため

の強い味方。介護ストレスに伴う家族間のギクシャクや虐待を防ぐ

 助け舟 にもなります。どんな小さな心配でも、ぜひ気軽にご相談

ください。

■笑顔になれることで何倍もの健康効果が
　市から口腔・運動機能向上教室の案

内をもらい、夫婦で参加しました。無

理なくできる運動や歯のみがき方など、

教室で習う基本的なことの大切さを知

りました。脳トレなどで間違いなくで

きたときの満足感！何より、人とのかかわりが楽しいです。

それまで家に閉じこもりきりだった妻の表情が明るくなった

のが、本当に嬉しいですね。

三国町運動公園　藤原光温さん(77歳)・恵子さん(77歳)

■楽しく続けることが元気の秘訣です
　平成12年に脳血管腫の手術を受けて

から、運動機能向上教室に毎年参加し

ています。教室は3カ月コースなので、

1コースの期間が終わると元気クラブ

に参加して、年間を通して運動機能を

保てるよう努めています。今は、つえがなくても歩けるんで

すよ。教室で友達と笑って過ごすことも元気の秘訣。自分は

もちろん家族のためも、元気に過ごしたいですね。

丸岡町磯部新保　牧田照子さん(80歳)

■夫婦で旅行できる体力維持が今の目標です
　歩くのにしんどさを感じていたとき、

市から運動機能向上教室の案内をもらい、

夫婦で参加しました。教室で習う簡単

な運動で軽く体を動かしたり、ウオー

キングを心掛けたりしているうち、関

節が伸びるようになってきたのです。｢老化を先延ばし｣でき

た実感が湧きましたよ。夫婦で旅行するのが楽しみなので、

1年でも長く体力を維持したいです。

春江町高江京町　後藤隆一さん(73歳)・冨士子さん(68歳)

■体にいいことは習慣にするともっといい
　保健師さんに勧められ、口腔・運動

機能向上教室に通うようになりました。

自分では気がつかないことを指導して

もらえるし、体も適度に動かせるのが

いいですね。水分をこまめにとること、

口の中を清潔に保つことが、健康のために大事だということ

を学んで、常にお茶を持ち歩くことを心掛けるようになりま

した。習慣になるまで頑張ります。

坂井町徳分田　佐川伊定さん(78歳)

 ■65歳以上の人に送付している『生活機能チェックリスト』 ■介護予防－こんなふうに進めます

 ■３人に１人が黄色信号？

バスや電車で、一人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか
階段を手すりや壁をつたわらずに上って
いますか
いすに座った状態から、何もつかまらず
に立ち上がっていますか
15分くらい続けて歩いていますか
この1年間に転んだことはありますか
転倒に対する不安は大きいですか
6カ月間で2～3kg以上の体重減少があり
ましたか
BMI（体重kg÷身長m÷身長m）が18.5未満
ですか
半年前に比べて固い物が食べにくくなり
ましたか
お茶や汁物などでむせることがありますか
口の渇きが気になりますか
週に一度は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」な
どの物忘れがあると言われますか
自分で電話番号を調べて、電話をかける
ことをしていますか
今日が何月何日か、分からないときがあ
りますか
(ここ2週間)毎日の生活に充実感がない
(ここ2週間)これまで楽しんでやれたこと
が楽しめなくなった
(ここ2週間)以前は楽にできていたことが、
今ではおっくうに感じられる
(ここ2週間)自分が役に立つ人間だと思え
ない
(ここ2週間)わけもなく疲れたような感じ
がする

はい　いいえ
はい　いいえ
はい　いいえ
はい　いいえ
はい　いいえ
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はい　いいえ
はい　いいえ
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6
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14
15
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18
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21

22

23

24

25

65歳以上の高齢者

介護予防の対象者把握
健康診断、保健師の訪問など

要介護・要支援に

なる恐れのある人

地域支援事業 予防給付

・運動・口腔機能向上

・栄養改善　　　　

・認知症予防など　

・予防通所介護　　

・予防訪問介護など

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

要介護認定
介護保険サービスの対象者を認定

地域包括支援センター 介護サービスの提供

認定に該当しない人

要支援者 要介護者

介護給付

・訪問介護　　　　

・訪問看護　　　　

・通所介護など　　

要支援・要介護に
なる恐れのある人

要支援者 要介護者

要支援・要介護になることを防止 重度化防止

■問い合わせ【三国坂井地域包括支援センター】（三国）三国総合支所福祉課内　82-7576（坂井）健康長寿課内　50-3040 【丸岡春江地域包括支援センター】（丸岡）丸岡総合支所福祉課内　68-0811（春江）春江総合支所福祉課内　51-9404

ふじ わら あき やす

まき  た  てる  こ

ご  とうりゅういち

さ  がわ  い  さだ

ふ　じ　こ

けい  こ

″

″

″″

″

″

※65～80歳13,317人（介

護保険認定者を除く）

のうち5,909人（約44％）

から回収

0

100

19 20 21 22 23
(年度)

200

300

2500

3000

一次予防

4,116人

二次予防

1,793人

要支援1

要支援2

要介護1～5

要介護認定者数の推移

（人）

　介護保険を利用していな

い市内の65～80歳（平成

23年4月1日現在）を対象に

生活機能チェックを行った

結果を見ると、何らかの機

能に衰えがあり、近い将来

介護が必要となる可能性が

高い人（二次予防に該当）

が約3分の1も 　介護保険の

認定者数も年々増えています

▼

▼

『元気いきいき教室』で、健康

増進を実感した声が続々！

■ 運動機能向上教室

■ 栄養改善教室

■ 口腔機能向上教室

■ 閉じこもり予防・支援教室

■ 認知症予防・支援教室

■ うつ病予防・支援教室

※国の指針に基づき、24年度は開催
　期間・内容などをさらに拡充します

【元気い
きいき教

室】

ずっと元気に過ごそう
地域包括支援センターをご利用ください

住み慣れたところで いつまでも自分らしく

ずっと元気に過ごそう
地域包括支援センターをご利用ください

住み慣れたところで いつまでも自分らしく
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新成人1,034人を対象に、成人式がハートピア春

江で開催されました。今年のテーマは「Action」。昨

年3月の東日本大震災を受け、「今こそ、誰かのため

に自ら行動できる人になろう」との思いがこめられ

ています。壇上で吉川碧さん(丸岡町吉政)ら成人式

実行委員は「困難にも立ち向かう行動力を身につけ

たい」と謝辞を述べ、決意を新たにしていました。

のために「Action」を
成人式で二十歳の誓い 1月8日（日）人

　
春江町中庄区の神明神社で歳旦祭が営まれ、地元

の小学生4人が「浦安の舞」を奉納しました。地元の

伝統を復活・継承することでまちおこしと次世代育

成を図ろうと、区民の呼び掛けで約70年ぶりに実

現したもの。半年にも及ぶ練習を重ね、緊張しなが

らも優雅に舞う子どもたちを、初詣に訪れた約150

人の区民が優しく見守っていました。

安の舞」を奉納
伝統を受け継ぎ平安を祈る 1月1日（日・祝）

「浦

▲謝辞を述べる成人式実行委員の平川晴菜さん、吉川さん、小中

美冬さん、酒井あかりさん(左から)。式には約850人が出席

▲社殿に集まった区民を前に、舞を披露する子どもたち

　
第6回市小学生親善かるた大会が坂井老人福祉セ

ンターで開かれ、21チーム70人が4つのゾーンに分

かれて対戦しました。ピーンと空気が張り詰めた暗

記時間の直後、読み手が上の句を発するや否や、「パ

シッ」と音を立てて札をはじく子どもたち。安堵の

表情もつかの間、すぐに札に向き直り、次の句の第

一声に気持ちを集中させていました。

手が誰でも正々堂々と
競技かるたで熱戦を展開 1月22日（日）相

▲読み手の声に反射するように、瞬時に札をはじく子どもたち

さい  たん さい

　
三国高校家政科の卒業制作ファッションショーが、

みくに文化未来館で開かれました。3年生38人が自

らモデルとなり、3年間に制作した衣装179点を披

露しました。ステージの演出や音楽などもすべて生

徒で企画。ショーを見る全ての人に元気と感動を送

ろうと決めたテーマ「Power」の下、生徒たちは力

作の数々を魅力たっぷりにアピールしていました。

owerをすべての人に！
3年間に磨いた感性が炸裂 1月21日（土）P

　
子どもたちに遊びの幅を広げてもらおうと、加戸

小学校で「昔遊び交流会」が開かれ、同小の1・2年

生67人がかるたやお手玉、あや取りなど8種類の昔

遊びを体験しました。児童の祖父母ら28人が“講師”

として、児童に昔遊びのこつや楽しみ方を指南。今

の子どもたちにとっては新鮮な遊びの数々に、皆歓

声を上げながら楽しんでいました。

の遊びはとっても新鮮！
祖父母ら手本に遊び方学ぶ 1月19日（木）昔

▲フィナーレでは、友人や後輩、家族らがステージぎりぎりまで

詰め寄り、盛り上がりも最高潮に

　
知的障がいのある人を対象に、「あなたの成人を

祝う会」が三国観光ホテルで開かれました。対象者

7人や保護者･先輩ら約50人が出席。市心身障害児

者福祉連合会の油田欽哉会長は「他人の気持ちを理

解できる人に」と期待を込め、先輩の秦法教さんは「成

長しようという気持ちを持ち続けて」と激励するな

ど、新成人の新たな門出を祝福していました。

くの人に見守られて
新成人を祝福 1月22日（日）多

▲「周囲の助けに感謝し、頑張っていきたい」と決意を述べる、新

成人代表の中村大さん

▲あや取りの「ほうき」や「指切り」を教わる児童

　
　今年1年の無火災を願い、嶺北消防組合の消防出

初式が丸岡体育館周辺で開かれました。消防署員や

消防団員、婦人防火クラブ員など約950人、消防車

両55台が一斉に出動。屋内式典では功労者に対し

ての表彰が行われたほか、屋外では分列行進や一斉

放水、「越前三国鳶隊」の演技などを披露。訪れた観

客に、消防の心意気を見せていました。

火への誓い新たに
出初式で心意気見せる 1月14日（土）防

　
みくに歴史を生かすまちづくり推進協議会は三国

商工会館で文化講演会を開きました。講師で、ＮＰ

Ｏ法人八女町家再生応援団（福岡県八女市）代表の

北島力さんが「文化遺産を活用した景観まちづくり

の展開」と題し講演。北島さんは町家建築の保存再

生と町並み文化の継承など、事例を交えながら紹介

し、約100人の聴衆は熱心に耳を傾けていました。

進地の取り組みを三国にも
町並み保存と活用法を学ぶ 1月14日（土）先

▲規律の取れた分列行進を見せる消防団員

▲「伝統家屋の保存には技術者

の育成も大切」と呼び掛ける

北島さん

よし  かわみどり

ひらかわはる  な こ  なか

さかいみ ふゆ

とび

や　  め   まち    や

きた  じまつとむ

はた  のりきょう

あん　ど

あぶ   た　きん　や

なかむらはじめ

フォーカス

フォーカス

まちの話題をお届けします。
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▲正確なリズムに力強い
音―大人の演奏は、子
どもたちの憧れだ　

vol. 70

　
みそ造りを体験してもらおうと、地元の女性グルー

プ「高椋生活学校」が高椋小学校でみそ造り教室を

開きました。同グループのメンバー8人を講師に、4

年生96人が、大豆と米こうじをかき混ぜたり、桶に

敷き詰めたりするなど、昔ながらのみそ造りに挑み

ました。児童は「大変だったけど、楽しかった。食べ

られる日が楽しみ」と話していました。

問

一

春江西越前打込太鼓こども教室

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、2／15（水）～3／14（水）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012

メンバー　16人
代　　表　矢尾　登さん(春江町安沢)
コメント　

「毎週木曜日、19時から春江西公民館で練習しています。

２・３月は体験講座期間です。全国的に見ても珍しい太

鼓ですので、ぜひ一度体験してみませんか」

代表連絡先　五十嵐　51-2174

　
文化財防火デーに合わせ、国指定文化財の丸岡城

と千古の家で嶺北丸岡消防署による消防訓練が実施

されました。丸岡城では消防署員や消防団員など約

100人が参加し、観光客の避難誘導や文化財の搬出、

放水銃の操作など、被害拡大を防ぐための訓練を展

開。万が一の事態に備えるとともに、訓練を通して

文化財愛護の精神を高めていました。

んなで守ろう文化財
消防訓練で気持ち新たに 1月26日（木）み

昔ながらの味を手作りで
児童がみそ造りに挑戦 1月26日（木）

▲放水銃を使った、丸岡城への延焼防止訓練をする参加者

▲大豆に米こうじと塩、大豆の煮汁を加え、独特の感触を楽しみ
ながらかき混ぜる児童

定
の
伴
奏
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
め
い
め
い

に
ば
ち
を
振
る
う
。

時
に
荒
々
し
く
、
時
に
軽
や
か

に
。
リ
ズ
ム
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

一
人
一
人
の
個
性
が
表
れ
た
「
一

本
打
ち
」
が
心
地
い
い
。
そ
れ

が
「
春
江
西
越
前
打
込
太
鼓
こ

ど
も
教
室
」
だ
。

　
同
教
室
は
、
市
の
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
「
越
前
打
込
太
鼓
」

の
後
継
者
育
成
を
目
的
に
、
平

成
20
年
に
発
足
。
以
来
、
伝
統

的
な
一
本
打
ち
の
太
鼓
を
基
本

に
、
子
ど
も
た
ち
に
太
鼓
の
技

術
や
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　
指
導
者
の
矢
尾
登
さ
ん
は
「
太

鼓
が
好
き
な
子
ば
か
り
で
、
教

え
が
い
が
あ
る
」
と
目
を
細
め

る
。「
全
国
で
も
珍
し
い
打
ち
方

の
太
鼓
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
十
分
だ
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
井
上
宏
稀
さ

ん(

春
江
西
小
６
年)

は
「
太
鼓

で
体
力
が
つ
い
た
し
、
た
た
き

方
だ
け
で
な
く
あ
い
さ
つ
や
礼

儀
も
学
べ
る
」
と
魅
力
を
話
す
。

家
で
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
太
鼓
代

わ
り
に
た
た
く
な
ど
、
上
達
に

余
念
が
な
い
。

　
寺
井
翔
哉
さ
ん(

同)

は
「
太

鼓
を
た
た
け
ば
嫌
な
事
も
吹
き

飛
び
、
爽
快
な
気
分
に
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
、
人
に

教
え
ら
れ
る
く
ら
い
に
上
達
し

た
い
」
と
頼
も
し
い
。

　
太
鼓
を
始
め
た
動
機
を
「
大

人
の
演
奏
を
見
て
」
と
メ
ン
バ
ー

の
誰
も
が
話
す
と
お
り
、
一
本

打
ち
の
演
技
と
力
強
い
音
は
見

る
者
を
魅
了
す
る
。
自
分
が
太

鼓
の
面
白
さ
に
気
付
か
せ
て
も

ら
っ
た
よ
う
に
、
早
く
自
分
も

人
の
心
に
響
く
演
技
と
音
が
出

せ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
に
太
鼓

を
打
ち
込
む
メ
ン
バ
ー
だ
。

▲仲間の打ち方やばちさばきが何よりの参考に。
食い入るように見つめるメンバー

大人の伴奏（地打ち）に合わせ、自分なりのアレンジで太鼓をたたく大人の伴奏（地打ち）に合わせ、自分なりのアレンジで太鼓をたたく
メンバー
大人の伴奏（地打ち）に合わせ、自分なりのアレンジで太鼓をたたく
メンバー

心に響く音を

伝統の「一本打ち」で

　
市内の水辺環境について考える「海ごみ川ごみプ

ラットフォーム・さかい」の第5回ワークショップ

が市多目的研修集会施設で開かれました。昨年

11･12月に調査した市内4河川の実態が報告された

ほか、今年度は3月3日を「市内河川ごみ一掃統一行

動」実施日とし、河川ごみの回収や環境改善に向け

一丸となって取り組むことなどが話し合われました。

　
第9回新一筆啓上賞「明日」の入賞者発表会が高

椋公民館で行われ、大賞などに選ばれた50篇が丸

岡南中学生の朗読で披露されました。発表会には、

シンガー・ソングライターの小室等さんら選考委員

をはじめ関係者など約100人が出席。40字に凝縮さ

れた“差出人”の切実な思いが披露されるたび、会

場からは感嘆の声と拍手が沸き起こっていました。

日への希望・願い・決意
40字の手紙に生き生きと 1月27日（金）明

河川環境改善に向けて
市民一丸の統一行動を 1月26日（木）

▲今回の応募は国内外から35,127通。大賞など50篇が中学生の朗

読で披露された入賞者発表会。顕賞式は、4月22日（日）の予定

▲河川流域の関係者ら16人が参加し、市内4河川(兵庫川、田島川、
竹田川、磯部川)のごみの種類や量などを報告

て
ら
　
い
　
し
ょ
う  

や

い
の
う
え
　
ひ
ろ
　
き

や　お　　のぼる

や
　
お 

の
ぼ
る

こ   むろ ひとし

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

職　種 資　格 勤　務 給　与 勤務地
募集
人員

募集担当課

年
度
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
採
用
期
間
は
、４
月

１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。詳
し
く
は
、担
当
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

24

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
市
が
独
自
に
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波

を
想
定
し
、
浸
水
す
る
恐
れ
の

あ
る
区
域
を
色
分
け
し
て
表
示
。

ま
た
、
エ
リ
ア
ご
と
の
避
難
場

所
を
明
記
す
る
ほ
か
、
津
波
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
防
災
情

報
の
入
手
方
法
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
三
国
町
と
坂
井
町
木
部
地
区

の
全
戸
に
配
布
、
市
内
の
集
会

場
な
ど
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
ま

す
。
家
族
や
地
域
で
の
防
災
対

策
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
市
議

会
で
は
議
会
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
政
に
対
す
る
議
会
権
限
の

充
実
と
強
化
を
図
り
、
地
方
分

権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の

あ
り
方
や
基
本
理
念
を
定
め
た

「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
条
例
を
制
定
す
る

た
め
、
市
民
と
の
対
話
集
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募

り
ま
し
た
。

　
今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
条

例
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
、

意
見
を
伺
う
「
市
民
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

と
　
き

　
２
月
18
日（
土
）10
時
〜

と
こ
ろ
　

　
春
江
中
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容

　「
議
会
基
本
条
例（
案
）」に
つ

い
て

思
い
や
り
の
あ
る
、
心

豊
か
な
生
き
方
・
暮

ら
し
方
を
一
緒
に

広
め
ま
せ
ん
か
。
新
た
な
人
と

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

募
集
人
数

　
20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書

類
審
査
に
よ
る
選
考

任
期

　
２
年
（
24
年
４
月
１
日
か
ら

26
年
３
月
31
日
）

応
募
資
格

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、男

女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
人

活
動
内
容

　
定
例
会
や
研
修
、
啓
発
活
動
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用

紙
に
①
氏
名
②
年
齢
③
性
別

④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
の

動
機
「
男
女
共
同
参
画
に
対
す

る
思
い
や
考
え
」（
４
０
０
字
以

内
）
⑦
審
議
会
な
ど
の
委
員
歴

を
記
載
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
へ
持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
個
人
情
報
は
、
目
的
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん

応
募
締
切

　
２
月
29
日（
水
）必
着

応
募
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

〒
９
１
９-

０
５
９
２

坂
井
町
下
新
庄
１-

１

　
50-

３
０
１
７

66-

４
８
３
７

　m
achizukuri@

city.fukui-sakai.lg.jp

　http://w
w
w
.city.fukui-sakai.lg.jp

津波ハザードマップ
防災対策に活用してください

● 問い合わせ　総務課安全対策室　50-3525

市男女共同参画
推進委員の募集と市民意識調査を行います

● 問い合わせ　まちづくり推進課　50-3017

3月2日（金）締め切り
24年度の臨時職員を募集します

● 問い合わせは募集担当課まで

運転手

介護支援専
門員・看護師

新生児訪問
嘱託員

栄養士

幼稚園補助
教諭

調理師

配送運転手
兼調理師

・大型自動車
　第二種免許

・介護支援専門員
または看護師
・普通運転免許

・助産師、保健師、
看護師
・普通運転免許

・栄養士
・普通運転免許

・幼稚園教諭
・普通運転免許

・調理師
・普通運転免許

・調理師
・普通運転免許

週30時間

1日7時間45分
週5日

随時

1日7時間45分
週5日

1日7時間
（8:00～16:00）
週5日

1日7時間45分
週5日

1日7時間45分
週5日

時給
900円

月額
149,800円

乳児訪問
1件当たり
3,000円

月額
149,800円

時給
900円

月額
137,200円

月額
137,200円

監理課

三国坂井地域
包括支援センター
（三国総合支所内）

健康長寿課

市内幼稚園

丸岡地区小学校

春江坂井学校給
食センター

1人

1人

2人

1人

3人

1人

1人

監理課
　50-3021

健康長寿課
　50-3040

健康長寿課
　50-3067

学校教育課
　50-3161

市民説明会を開催します
－議会基本条例の制定に向けて－

● 問い合わせ　議会事務局　50-3001

■男女共同参画

　市民意識調査にご協力を

　市では、20年4月に策定した「坂

井市男女共同参画推進計画」を

改定するため、市民意識調査を

行います。

　この調査は、男女共同参画に

関する意識と実態を把握する

とともに、市民のみなさんの意

見を反映することが目的です。

　今月下旬に調査用紙を発送

します。調査表が届いた人は、

ぜひご協力をお願いします。

期　間　2月下旬～3月上旬

対　象　・無作為に抽出した

　　　　 市民2,400人

　　　   ・従業員20人以上の

　　　　 約250事業所

▲マップは2種類。集会場には掲示用
のＡ1サイズ、各家庭にはＡ4サイズ
を配布（写真はA4サイズのマップ）

鳴鹿まちづくり推進協議会（平成19年10月12日発足） 進めています！
協働のまちづくり

豊かな史跡や文化を生かしたまちづくりを
3

地名や神社、文化財を
紹介・解説した冊子を
制作し、地区内に全戸
配布▲発掘調査の現地見学

鳴鹿公民館前と六呂
瀬山古墳群の駐車場
に大型看板を設置

　
鳴
鹿
地
区
は
国
指
定
史
跡
の

六
呂
瀬
山
古
墳
群
や
鳴
鹿
大
堰

な
ど
、
歴
史
あ
る
史
跡
に
恵
ま
れ
、

各
集
落
の
名
前
や
産
土
神
を
祭

る
神
社
に
は
、
多
く
の
由
来
や
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

 

住
民
に
地
元
へ
の
誇
り
や
愛

着
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
当
協

議
会
で
は
こ
れ
ら
豊
か
な
地
域

資
源
を
地
域
の
〝
宝
〞
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

■
〝
宝
〞
を
詳
し
く
紹
介
■

 

身
近
な
地
域
の
歴
史
や
伝
統

文
化
を
発
掘
・
理
解
し
、
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は

私
た
ち
の
責
務
で
す
。

　
そ
こ
で
、
３
カ
年
の
特
別
事
業

と
し
て
、「
マ
ッ
プ
で
見
る
あ
し

も
と
再
発
見
な
る
か
」
を
展
開
。

こ
れ
ま
で
に
、
２
カ
所
の
大
型
看

板
の
設
置
や
紹
介
冊
子
を
制
作

し
ま
し
た
。

■
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
■

 

子
ど
も
を
対
象
に
、
学
校
と
協

力
し
て
出
前
授
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
古
墳
群
の
現
地
学
習
で

史
跡
を
身
近
に
感
じ
、
専
門
家
か

ら
話
を
伺
う
こ
と
で
、
地
元
へ
の

理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
も
、
ま

だ
普
及
の
段
階
。
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
後
は

制
作
し
た
看
板
や
冊
子
を
さ
ら

に
活
用
し
、

事
業
を
拡

大
し
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

清水　次雄　会長
（丸岡町上久米田）

し  みず　　　つぎ  お

う
ぶ  

す
な

ぜ
き
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

▲一新した案内板▲購入した御輿

市営住宅
入居者を募集します

● 問い合わせ　都市計画課　50-3052

丸岡RUCKレディースが全国優勝
1月9日

 岐阜市で開催された第2回全日本

女子ユース（U-15）フットサル大会

で、丸岡RUCKレディースが初優勝

を果たしました。田中悦博監督、菅

谷麻紗衣キャプテン(丸岡中2年)ら

16人が川元教育長に優勝の喜びを

報告。8月には、スペインで開かれる

国際大会に出場する予定です。

▲全国優勝に輝いた丸岡RUCKのメンバー

▲市長に目録を手渡す前田組合長（左）

「大豆入り麦茶｣収益の一部を寄付
1月13日

　JA花咲ふくいが開発・販売する、

坂井産の六条大麦と大豆をブレン

ドした「大豆入り麦茶」の収益の一

部が、昨年に引き続き寄付されるこ

とになり、前田重一代表理事組合長

が市役所を訪れ、市長に目録を手渡

しました。寄付金は、食育の振興に

役立てられます。

市交通指導員会が全国表彰
1月17日

　坂井市交通指導員会が、交通安全

国民運動中央大会で交通安全優良

団体として表彰されました。25日

には奥野敏明会長らが市役所を訪れ、

市長に表彰を受けた喜びを報告し

ました。また、上野欽晟さん(三国町

池上)が交通安全功労者として、緑

十字金章の表彰を受けました。

申
込
資
格
　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
／

収
入
基
準
に
該
当
す
る
／
税
の
滞
納

が
な
い
／
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人

が
必
要
　
な
ど

申
込
方
法
　
入
居
申
込
書
の
ほ
か
必
要

書
類
を
都
市
計
画
課
ま
で
直
接
提
出

申
込
締
切
　
２
月
22
日(

水)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選

を
実
施
し
ま
す

抽
選
日
　
２
月
24
日(

金)

９
時
〜

※
昨
年
申
し
込
み
し
た
人
も
、
あ
ら
た

め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す

た　なか  えつ  ひろ すが   

や     あ     さ     い

かわ もと

立田

新緑ヶ丘

水居

愛宕

霞ヶ丘

朝日

1号棟1階
2DK

3号棟1階
2DK

（車椅子対応）
1号棟4階
3DK

（浴槽なし）
2号棟3階
3DK

（浴槽なし）
2号棟1階
2DK

2号棟2階
3DK

6号棟1階
2K

2号棟2階
3DK

2号棟1階
3DK

(特定公共賃貸住宅)
2号棟2階
3DK

(特定公共賃貸住宅)
2号棟3階
3DK

(特定公共賃貸住宅)

16,400円～

17,300円～

16,700円～

19,100円～

17,600円～

15,300円～

12,500円～

21,300円～

50,000円～

50,000円～

50,000円～

部屋団地名所在
地 家賃 家

庭
の
経
済
的
な
理

由
か
ら
、
学
資
に
お

困
り
の
人
に
、
奨
学

金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
（
高
等
・
専
門
課
程
）

に
進
学
予
定
の
人
で
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
が
市
内
に
在
住
し
、

学
校
生
活
を
誠
実
に
送
れ
る
人

※
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
制
度

の
貸
与
を
受
け
て
い
る
人
は

対
象
外
で
す

募
集
人
員

　
若
干
名

貸
付
額

　
年
額
20
万
円
以
内

貸
与
期
間

　
各
学
校
の
正
規
修
学
期
間

返
済
方
法
　

　
卒
業(

貸
付
修
了)

後
、
10
年
以

内
に
返
済(

無
利
子)

申
込
方
法

　
各
中
学
校
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
、
主
に
家
計
を
支
え
て

い
る
人
の
所
得
証
明
書
を
添
付

し
て
、
在
学
し
て
い
る
中
学
校

へ
提
出

申
込
期
限

　
３
月
16
日(

金)

私
た
ち
の
ま
ち
か
ら

悲
惨
な
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
に
、

あ
な
た
も「
交
通
指
導
員
」に
な
っ

て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

　
若
干
名

主
な
活
動
内
容

・
交
通
安
全
の
指
導
、
啓
発

・
交
差
点
街
頭
指
導

・
小
、
中
学
校
の
交
通
教
室

・
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通

整
理

・
交
通
安
全
施
設
や
危
険
箇
所

の
改
善

応
募
資
格

　
24
年
４
月
１
日
現
在
63
歳
未

満
で
、
坂
井
町
ま
た
は
丸
岡
町

に
在
住
の
人

応
募
方
法

　
３
月
30
日(
金)
ま
で
に
、電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市奨学育英資金
奨学生を募集

● 問い合わせ　教育総務課　50-3160
または市内各中学校

坂井市を安全・安心なまちに
交通指導員を募集しています

● 問い合わせ　総務課安全対策室　50-3525

丸
岡
城
桜
ま
つ
り
で
、

独
自
に
生
産
・
商
品

化
し
た
地
場
産
品

な
ど
を
販
売
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

①
４
月
７
日(

土)

・
８
日(

日)

②
４
月
14
日(

土)

・
15
日(

日)

①
、②
と
も
11
時
〜
18
時

と
こ
ろ

　
一
筆
啓
上
茶
屋
前
特
設
広
場

出
店
資
格

　
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置

く
事
業
所
ま
た
は
個
人
で
、
市

内
で
と
れ
た
生
産
物
か
、
事
業

所
が
独
自
に
製
造
・
加
工
し
た

商
品
を
提
供
で
き
る
人
（
露
店

専
門
業
者
は
除
く
）

ブ
ー
ス
企
画

　
３．
６
ｍ
×
２．
７
ｍ

※
２
間
３
間
の
テ
ン
ト
の
半
分

ブ
ー
ス
代

　
①
②
と
も
６，
０
０
０
円

申
込
方
法

　
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
み
先

へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
日
程

の
①
②
は
別
々
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。代
理
販
売
は
不
可

※
申
込
用
紙
は
、上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
込
先

　
丸
岡
観
光
協
会

〒
９
１
０
‐
０
２
３
１

丸
岡
町
霞
町
３
丁
目
１
‐
３

(

丸
岡
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
内)

　
66-

５
８
８
０

66-

５
８
８
６

申
込
期
間

　
３
月
16
日（
金
）ま
で

出
店
決
定

　
丸
岡
観
光
協
会
で
出
店
内
容

を
審
査
後
、決
定
し
通
知

四
季
の
風
景
を
テ
ー
マ

に
し
た
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
締
め
切
り
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
撮

影
し
た
傑
作
の
写
真
を
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

　
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
坂
井
市

の
風
景(

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
・
歴
史
・

文
化
な
ど
を
含
む)

応
募
資
格

・
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る

・
23
年
１
月
１
日
以
降
に
市
内

で
撮
影
さ
れ
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
未
発
表
の
写
真

・
応
募
点
数
は
一
人
３
点
以
内

・
写
真
の
加
工
は
不
可

※
応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

２月29日（水）締め切り
四季の風景フォトコンテスト

● 問い合わせ　観光産業課
　50-3152

宝くじの助成を受けて
総合案内板の整備と御輿を購入

● 問い合わせ　企画情報課　50-3013

丸岡城桜まつり「城下市」出店者を募集
● 問い合わせ　観光産業課　50-3152

市ホームページ（http://www.city.fukui-sakai.lg.jp）
市観光ガイドホームページ（http://kanko-sakai.com）

三
国

丸
岡

坂
井

■
春
江
駅
前
の
案
内
板
を
整
備

　
市
は
、Ｊ
Ｒ
春
江
駅
前
の
総
合
案
内
板
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。(

財)

福
井
県
市
町
村

振
興
協
会
の
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
の
助

成
を
受
け
て
整
備
し

た
も
の
で
す
。
市
内

全
域
の
公
共
・
観
光

施
設
が
明
記
さ
れ
、

駅
か
ら
の
誘
導
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

■
御
輿
を
購
入

　
春
江
町
為
国
連
合
区(

為
国
幸
区
・
為
国
中
区
・

為
国
西
の
宮
区)

は
、(

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
を
受
け
て
、
御
輿

を
購
入
し
ま
し
た
。

５
月
の
八
坂
神
社
春

季
祭
礼
に
は
、
区
民

総
出
で
巡
行
し
ま
す
。

※単身入居希望の人は、3DKの部屋には入居不可

※特定公共賃貸住宅は中堅所得者が対象です

▲自転車教室で、安全な乗り方
を指導する交通指導員

み　 こし

▲「今後も死亡事故ゼロを目指して取
り組みたい」と話す奥野会長（中央）

まえ   だ   しげ  いち

おく  の   とし あき

うえ  の   よし  あき
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職場での悩みごと
無料相談会

　解雇･賃金など、労使関係でお

悩みはありませんか。弁護士や

労働組合役員、会社役員など労

働問題の専門家が応じます。

　秘密は厳守しますので、気軽

にお越しください。予約は不要

です。

と　き　3月11日(日)

　　　　13:30～16:30

ところ　アオッサ　6階研修室

　　　　(福井市手寄1丁目4-1)

　県労働委員会　20-0597

介護の知識を身につけよう
楽楽介護塾を開催

　参加を希望する人は、各講座

の開催1週間前までに電話で申

し込んでください。

■知っておきたい介護技術の基礎

　体の仕組みを知り、移動･移乗

の介助を中心に、実技を交えな

がら体を痛めない介護技術を学

べます。

 と　き ところ

2月23日(木) 霞の郷

2月29日(水) いちい荘

3月6日(火) 坂井老人福祉センター

※時間はすべて10:00～12:00

講　師　大原学園　非常勤講師

　　　　松村　道子氏

　市社会福祉協議会はるえ支部

　　51-4545

青少年の善行や努力を
推薦してください

　市教育委員会では、模範とな

る青少年の善行や不断の努力に

対し、表彰を行っています。

　推薦は誰でもできます。教育

委員会にある推薦書に記入し、

教育総務課まで提出してくださ

い。随時受け付けています。

　教育総務課　50-3160

模擬議会での
議員役を募集

　「男女共同参画都市」の宣言(予

定)を前に、模擬議会を実施しま

す。本番さながらの雰囲気で、あ

なたの思いを市政にぶつけてみ

ませんか。

と　き　7月下旬

ところ　坂井市役所　議場

対　象　市内在住の18歳以上で、

事前研修(5回程度)に

参加可能な男女

定　員　25人

募集方法　①住所②氏名③年齢④

職業⑤応募動機(簡単に)

を明記してまちづくり

推進課(〒919-0592坂

井町下新庄1-1)まで持

参または郵送

応募締切　3月23日(金)必着

　さかい男女共同参画ネットワーク

　実行委員会　本田　72-1627

介護の息抜きに
「のんびり喫茶」を

　介護者同士お茶を飲みながら、

気軽に集える交流会です。情報

交換やリフレッシュにぜひご利

用ください。

と　き　2月24日(金)

　　　　10:00～12:00

ところ　坂井老人福祉センター

ミニ講座　「あっと驚く手品で楽

しいひと時を」

参加費　100円

申込方法　開催日の3日前までに

下記へ電話

　市社会福祉協議会はるえ支部

　　51-4545

家族介護者のつどい
「くつろぎミニツアー」

　緑に囲まれてちょっと息抜き

しませんか。バスで会場まで移

動します。集合場所など詳しく

はお問い合わせください。

と　き　3月2日(金)

　　　　11:00～14:40

ところ　金津創作の森

　　　　(あわら市宮谷57-2-19)

内　容　交流会、昼食会(フレン

チ創作料理)、フリータ

イム(以下から選択)

①陶芸体験②ガラス工

芸体験③ポスター展鑑

賞④屋外散策

対　象　在宅で高齢者を介護し

ている家族

参加費　1,000円/人(当日持参)

※①②③には別途負担

金が必要です

定　員　70人(先着)

申込方法　2月21日(火)までに下

記へ電話

　市社会福祉協議会はるえ支部

　　51-4545

「くらしなんでも相談」を
開催します

　日ごろ生活の中で困っている

ことに弁護士や金融の専門家な

どが応じます。相談は無料です

ので、気軽にお越しください。

と　き　2月19日(日)

　　　　9:00～12:00

ところ　ハートピア春江

　ライフサポートセンター

　　0120-629-417

相続登記はお済みですか
無料相談会を開催

　2月は「相続登記はお済みで

すか月間」です。司法書士が相続

に関する相談に無料で応じます。

予約は不要ですので、当日会場

にお越しください。

と　き　2月18日(土)

　　　　10:00～16:00

ところ　県繊協ビル1階

　　　　(福井市大手3丁目7-1)

　福井県司法書士会　30-0001

就労に関する
出前相談会

　離職を余儀なくされた人を対

象に相談会を行い、不安解消の

糸口を一緒に考えます。

　予約は不要、無料で相談でき

ます。ぜひご利用ください。

と　き　3月8日(木)

　　　　13:30～16:00

ところ　高椋公民館

　　　　2階小音楽室

◆定期相談会も実施中

と　き　毎月第2･4水曜日

　　　　13:00～16:00

ところ　アルプラザ･アミ　2階

　県求職者支援センター

　　30-0451　30-0452

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

開催
event information

募集
invite information

推
薦
対
象

　市内在住または市内に通学す

る18歳以下の青少年で、

①勇気、親切を示し、周囲を明る

くする行いをした人

②公共心を高める行いをした人

③ほかの模範となる行いをし

たと認められる人

越前加賀ご当地グルメ
グランプリ2012

　福井･石川両県の県境地域で

つくる「越前加賀広域観光推進

協議会」事業の一環として、地域

の「食」や「食材」を活用したイベ

ントを開催します。

　本市をはじめ、県境地域8市

町のご当地グルメが一堂に会し

ます。ぜひお越しください。

と　き　2月19日(日)

　　　　10:00～16:00

ところ　小松ドーム

　　　　(石川県小松市林町ほ5番)

内　容

・ご当地グルメ30店舗が出店

・県境エリアの「ゆるキャラ」

大集合

・越前加賀の伝統芸能披露

　①小松尾小屋鳶保存会(小松市)

　によるはしご登り

　②火の太鼓(三国町)による和

　太鼓演奏

・三國清三シェフ

の考案レシピを

基に制作した料

理の試食会＆

トークショー

　越前加賀広域観光推進協議会

　(石川県観光推進課内)

　　076-225-1542

みくに図書館
グラスアート展

　手軽にステン

ドグラスの色彩

を楽しめるクラ

フトです。光を

通して浮かびあがる、素敵な作

品をお楽しみください。

と　き　2月29日(水)まで

ところ　みくに図書館

内　容　鷲田明美さん、阪尻留美

さん制作の約20点を

展示

　みくに図書館　81-2900

普通救命講習会

　AED(自動体外式除細動器)の

使い方や心肺蘇生法、止血法が

無料で受講できます。講習後に

は修了証を交付します。

と　き　2月26日(日)

　　　　9:00～12:00

ところ　嶺北金津消防署

対　象　本市やあわら市に在住、

通勤または通学する中

学生以上の人

定　員　約30人

申込方法　開催日の2日前までに

電話、FAX、メールで

下記へ

　嶺北金津消防署

　　73-0119　73-5195

　　kanazu@reihoku-fd.jp

　　http://www.reihoku-fd.jp

まつむら みち こ

わし だ あけ み さか じり る み

 み くに きよ み

とび

ほん だ
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おくやみ
12月21日から1月20日までの届け分（敬称略）

おくやみ
今月の
ハッピー
バースデー

今月の
ハッピー
バースデー

 さか い たく み

内田　智也ちゃん
（1歳・春江町西太郎丸）
父：匡人さん  母：ゆかりさん

うち だ とも や

坂井　拓海ちゃん
（1歳・丸岡町楽間）
父：浩二さん  母：悦子さん

祝☆1才☆もういっぱい
歩けるようになったよ☆
祝☆1才☆もういっぱい
歩けるようになったよ☆

最近「おいしー」が
言えたよ！
最近「おいしー」が
言えたよ！

  なか がわ あ ん じ

松原　圭佑ちゃん
（1歳・坂井町上新庄新町）
父：俊和さん  母：由佳さん

まつ ばら けい すけ

中川  愛心良ちゃん
（2歳・丸岡町栄）

父：静雄さん  母：慶恵さん

お兄ちゃんを追って早2年
お兄に勝つため真似っこ修行中☆
お兄ちゃんを追って早2年
お兄に勝つため真似っこ修行中☆

1歳になりました♪
車のおもちゃがだ～いすき!!
1歳になりました♪
車のおもちゃがだ～いすき!!

さか い さく と

黒川　笑里ちゃん
（2歳・春江町江留上昭和）
父：尚之さん  母：加奈子さん

 くろ かわ えみ り

阪井　咲登ちゃん
（2歳・丸岡町下安田）
父：大介さん  母：英里子さん

弟ができたよ！
まだまだ甘えん坊の咲♪
みんな遊んでね～＾＾

弟ができたよ！
まだまだ甘えん坊の咲♪
みんな遊んでね～＾＾

2さいですよー。笑顔ニコニコ
�え・み・り�ちゃん
2さいですよー。笑顔ニコニコ
�え・み・り�ちゃん

野球の基本と楽しさが学べる
ジュニアティーボール教室

　野球に似たニュースポーツ･

ティーボールを通して、野球の

楽しさを実感してみませんか。

と　き　2月17日～3月30日の

毎週金曜日(全6回)

　　　　18:30～19:30

　　　　※3月9日は休講

ところ　三国体育館

対　象　小学1～3年生

　　　　※保護者は自由参加

定　員　20人

参加費　3,000円(初回納入)

申込方法　平日または土曜日の

日中に下記まで電話

　三国体育館　82-4686

高齢者のための
パソコン講座

①ワード基礎(13:00～16:00)

　基本操作と文字入力、簡単な

文書作成を学びます。

と　き　3月1日(木)、2日(金)、

6日(火)、7日(水)

②エクセル基礎(13:00～16:00)

　基本操作とデータ･数式の入力、

表の作成を学びます。

と　き　3月21日(水)、22日(木)、

26日(月)、27日(火)

ところ　高椋公民館

受講料　各4500円(全4回)

定　員　各20人

申込方法　各講座開始3日前までに

　　　　下記へ電話またはFAX

○いきいきITクラブ

　道見　66-0876　67-8385

名　前 行政区年齢名　前 行政区年齢 子ども落語笑学校
発表会を開催

　子どもたちが10月から練習

を重ねた成果を披露します。

と　き　2月12日(日)

　　　　12:30開場13:00開演

ところ　ハートピア春江

　　　　201・202会議室

入場料　無料

　春江大好きプロジェクト

　木川　090-4323-3714

竹田雪七夕　雪中恋物語
～どんどに恋の願いを～

　どんど焼きや幻想的な雪の

キャンドルを見に来ませんか。

当日は物販所「たけだや」を19

時まで延長営業します。

と　き　2月25日(土)17:00～

ところ　竹田水車メロディーパーク

内　容　つきたて餅の振る舞い、

どんど焼き、雪キャン

ドルなど

　竹田公民館　67-2543

三国町／

越　外榮 74 宿

八竹　さかい 89 米納津

向川　昌枝 84 米納津

中谷　歳子 86 加戸西

志賀　君子 95 宿

野口　君枝 81 玉井

柴山　キク 93 宿

中村　傳 71 西谷

笠木　冨美子 80 栄町

村上　勇治 76 米納津

宮本　幸資 76 覚善

高田　明美 61 西滝本

津田　かよ子 74 橋本

水野　ツヤ子 86 西野中

出口　主男 77 山上西

大嶋　冨美子 92 池見

仲村　スミヱ 88 米ケ脇

北野　陽子 55 石切場

大下　康子  89  大門

円間　敏子 78 安島

荒井　利子 87 西滝谷

春江町／

吉澤　康正 99 正蓮花

二羽　外喜英 65 江留上緑

木下　孝二 78 大牧

平井　一雄 83 為国幸

笠松　花尾 83 藤鷲塚

黒川　リウ子 85 石塚

長谷川　祥夫 90 随応寺

高橋　信夫 74 中筋西

藤田　正二 75 江留上日の出

橋本　君子 94 為国幸

中嶋　朝子 70 為国幸

松浦　幸雄 76 中筋北浦北

新地　まさ 97 江留上錦

西端　光枝 88 中庄

荒屋　としみ 62 江留中

長谷川　正男 78 沖布目

田中　清子 85 上小森室町

嶋崎　榮二 90 江留上緑

嶋田　すゑ子 89 為国亀ケ久保

丸岡町／

駒田　勉 69 城北３区

酒井　博子 69 上長畝

長岡　厚 92 下石城戸

松村　親則 83 大森

水野　由一 85 一本田

油谷　正二 85 末政２区

坪田　ちゑ子 91 熊堂

木戸口　滿久 67 上金屋

坂田　寛 92 文京

島田　喜代子 78 松川

川嶋　まり子 64 城北３区

小林　正 82 猪爪新２区

寺下　むめの 92 石上

熊野　紀元 71 霞ヶ丘４区

堤　　秀徳 62 岡

鰐渕　まつ子 87 松川

後　　政幸 48 猪爪

島津　フジ子 79 竜北

柴本　フミヲ 96 松川

嶋田　一榮 75 御幸

杉田　春子 62 友末

高山　富子 83 山崎三ヶ

木戸　武 82 千田

河原　早苗 71 東二ツ屋

小野　弘数 51 山口

坂井町／

坪田　朱希叶 0 河和田

青池　市郎 84 新大味

清水　つやこ 83 高柳

伊藤　弘 81 下蔵

竹内　勉 81 下兵庫

五十嵐　登 87 定旨

小林　小雪 86 安光

竹内　みどり 86 下兵庫

八十嶋　喜代志 59 今井

嶋　熙 80 折戸

南後　清常 80 下新庄

浦井　鍛 98 清永

堂腰　すみ子 74 福島

竹内　茂 82 下兵庫

岡倉　信子 52 長畑

伊藤　政吉 87 関中

青池　治 84 鯉

新家　みづ子 93 田島新

野尻　千代子 90 東荒井 

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

外国人のための
無料相談会

　県行政書士会の会員が相談

に応じます。利用の際は、なる

べく予約をお願いします。

と　き　2月26日(日)

　　　　13:00～16:00

ところ　春江中公民館

対象者　外国人や外国人と関

わりのある人

通　訳　中国語(要予約)

相談内容　在留資格、資格変更、

ビザ取得、雇用、結婚、

国籍取得など

　インターナショナルさかい

　嶋本　080-1956-9493

　※中国語で応対可

福祉研究会
「障害者福祉制度改革の動向」

　現在の障害者自立支援法を

廃止し、24年度中に新しい「障

害者総合福祉法」が制定予定で

す。議論の中身やその動向につ

いて、制度改革に携わる講師か

ら話を伺います。

と　き　2月18日(土)

　　　　13:30～15:30

ところ　いねす　交流ホール

講　師　はらからの家福祉会

　　　　施設長  伊澤  雄一氏

申込方法　参加者の氏名･住所･勤

務先を電話かFAX、

メールで下記まで連絡

　NPO法人坂井市障害者プラン

　住民会議　97-8375　97-8377

　 　sakai-koyou@aria.ocn.ne.jp

　「体を動かすのもいい

けど、やっぱ仲間に会え

るのが一番やね」。高齢者

の健康教室には、いつも

笑い声が響く。笑うこと

も運動だ。心までもほぐ

れていく。「次の時間が待

ち遠しいのは、元気な証

拠やでの」。そんな嬉しげ

な笑顔が輝いていた。

（三国元気クラブ）

問

問

問

出　演

将棋亭オセロ

(渡邉大輝･春江小1年)

小一亭花

(水間千華･附属小1年)

白百合亭おんぷ

(渡邉優里･春江小4年)

小一亭歩

(水間大喜･附属小6年)

のほほん亭悠楽

(宮川悠之介･国高小6年)

都の亭ぴかり

(中川光･森田小5年)

秋風亭我昇

(月僧亮我･春江中2年)

問

問

【今月の表紙】　ずっと元気に過ごそう

どう み

わた なべ だい き

みず ま ち か

わた なべ ゆ り

みず ま だい き

みや がわ ゆう の すけ

げっそう りょう が

なか がわ ひかり

き かわ

しま もと

問

演　目

皿やしき

ぞろぞろ

だくだく

めがね屋

泥棒

平　林

しの字

嫌い

壷　算

い ざわ ゆう いち

 せ ごし そと え

 や たけ

むこうがわ まさ え

なか たに とし こ

 し が きみ こ

 の ぐち きみ え

 しば やま

 なか むら つたえ

 かさ ぎ ふ み こ

 むら かみ ゆう じ

みや もと こう し

 たか だ あけ み

 つ だ   こ

 みず の   こ

 で ぐち かず お

 おお しま ふ み こ

 なか むら

 きた の よう こ

 おお した やす こ

 えん ま とし こ

 あら い とし こ

 よし ざわ やす まさ

 に わ と き ひで

 きの した たか じ

 ひら い かず お

 かさ まつ はな お

 くろ かわ   こ

 は せ がわ よし お

 たか はし のぶ お

 ふじ た しょう じ

 はし もと きみ こ

 なか じま あさ こ

 まつ うら ゆき お

 あじ ち

 にし ばた みつ え

 あら や

 は せ がわ ただ お

 た なか きよ こ

 しま さき えい じ

 しま だ   こ 

こま だ つとむ

 さか い ひろ こ

 なが おか あつし

 まつ むら たけ のり

みず の よし かず

 あぶらや  まさ じ

 つぼ た    こ

 き ど ぐち  みつ ひさ

 さか た  ゆたか

 しま だ  き よ こ

 かわ しま    こ

こ ばやし  ただし

 てら した

 くま の  のり もと

 つつみ  ひで のり

わに ぶち    こ

うしろ  まさ ゆき

 しま づ    こ

しば もと

 しま だ  いち え

すぎ た  はる こ

たか やま  とみ こ

 き ど  たけし

かわ はら  さ なえ

 お の  ひろ かず

つぼ た  じゅ き と

あおいけ  いち ろう

 し みず

 い とう  ひろし

たけ うち  つとむ

 い が らし  のぼる

こば やし  こ ゆき

たけ うち

 や そ しま  き よ し

たかしま　ひろむ

なん ごう  きよつ ね

 うら い  きたえ

 どう ごし    こ

 たけ うち  しげる

 おか くら  のぶ こ

 い とう  まさ きち

 あお いけ  はる え

 あら や    こ

 の じり  ち よ こ

みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲

「みんなの掲示板」

「今月のハッピーバースデー」掲載希望者を募集

　締め切りは、掲載希望月の前月5日まで。希

望者多数の場合は、掲載できない場合がありま

す。詳しくは秘書広報課まで。

　秘書広報課　50-3012問

市の
すがた

※（　）内は前月比、前年比
1月1日現在

人口 94,534人 （+10,  －55人）
男 45,775人 （  +2,  －61人）
女 48,759人 （  +8,    +6人）
世帯数 29,931戸  （+40, +317戸）
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4
年
2
月
9
日
  　
   発
行
　
坂
井
市
　
編
集
　
秘
書
広
報
課

さ
か
い
の
産
業
　
今
む
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脈
々
と
続
く
工
芸
の
歴
史

幕坂
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、

三
国
地
区
で
は
三
国
仏
壇

や
三
国
箪
笥
、
紫
檀
細
工
な
ど

の
木
工
芸
が
さ
か
ん
で
し
た
。

三
国
の
工
芸
は
三
国
湊
の
繁
栄

に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
、
多
く

の
優
れ
た
職
人
を
輩
出
し
ま
し

た
。
彼
ら
の
作
品
は
今
で
も
残

さ
れ
て
い
て
、
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
三

国
の
寺
社
仏
閣
や
旧
家
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ら
に
古
い
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
と
、
坂
井
平
野
一
帯

は
管
玉
の
一
大
生
産
地
で
し
た
。

管
玉
は
マ
カ
ロ
ニ
の
よ
う
な
筒

状
を
し
て
い
て
、
い
く
つ
も
連

ね
て
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
に
し
て

い
ま
し
た
。
玉
は
墓
か
ら
出
土

す
る
こ
と
も
多
く
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
魔

よ
け
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

井
平
野
で
多
く
製
作
さ
れ

た
管
玉
の
原
材
料
は
、
緑

色
凝
灰
岩(

グ
リ
ー
ン
タ
フ)
と

い
う
比
較
的
柔
ら
か
い
緑
色
の

石
で
す
。
日
本
海
側
の
幅
広
い

範
囲
で
産
出
さ
れ
、
坂
井
市
近

辺
で
は
竹
田
川
の
上
流
や
足
羽

山
周
辺
、
大
聖
寺
川
上
流
で
も

採
れ
る
そ
う
で
す
。

生
時
代
中
期
で
は
三
国
町

の
加
戸
下
屋
敷
遺
跡
、
弥

生
時
代
後
期
で
は
丸
岡
町
の
高

柳
・
下
安
田
遺
跡
や
福
井
市
の

林
・
藤
島
遺
跡
、
弥
生
時
代
後

期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
は

坂
井
町
の
河
和
田
遺
跡
で
玉
作

り
に
関
す
る
遺
物
が
大
量
に
出

土
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
加
戸
下
屋
敷
遺
跡
や

林
・
藤
島
遺
跡
で
は
、
玉
作
り

の
工
程
ご
と
の
資
料
が
多
数
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当

時
の
製
作
工
程
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
市
内
で
発
掘
調
査

を
す
る
と
緑
色
の
石
の
破

片
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
玉
作
り
が
当
時
の
坂
井
平

野
の
主
要
産
業
と
し
て
、
広
く

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

弥

さ

今

①

① ②

③

④

⑤

⑦

⑥

⑧

⑩

②

③

④

坂井平野の主要産業の変遷10

▼
11
月
号
で
紹
介
し
た
「
丸
岡

Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
レ
デ
ィ
ー
ス
」
が
、
日

本
一
に
。快
挙
も
取
材
で
プ
レ
ー

を
見
て
い
れ
ば
、
結
果
は
必
然

か
と
。
目
標
を
「
世
界
一
」
へ
と

シ
フ
ト
し
た
彼
女
た
ち
、
応
援

に
も
一
層
熱
が
入
り
ま
す
。 (

杉)

▼
み
そ
造
り
の
材
料
は
大
豆
、

米
こ
う
じ
、塩
、そ
し
て 

あ
め 

。   

�
あ
め
　
っ
て
水
飴
の
こ
と
？｣

と
思
っ
た
ら
、
大
豆
の
煮
汁
を

�
あ
め
　
と
い
う
そ
う
で
す
。

取
材
に
い
く
た
び
、
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
す
。

▼
白
熱
し
た
新
一
筆
啓
上
賞「
明

日
」の
最
終
選
考
会
で
、「
妻
に
こ

ん
な
思
い
を
さ
せ
る
男
、や
っ
ぱ

り
い
る
の
か
」と
選
考
委
員
が
苦

笑
い
し
た
作
品
に
、思
わ
ず
噴
き

出
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

男
性
、軽
く
心
当
た
り
が
…
。(

純)

①坂井平野の主な玉作り遺跡②管玉の完成品と未成品（みくに龍翔館展示・レプリカ）③④昭和60年から61

年にかけて発掘された加戸下屋敷遺跡（三国町加戸）で見つかった、弥生中期の玉作り工具と砥石や玉鋸な

どの玉作り工程の遺物（写真提供：福井県埋蔵文化財調査センター）

目の前に現れた
予想外な現実を
受け入れざるを得ない
こともあるよね。

でも、人って
自分なりの決意と
希望を持って
ちゃんとその現実に
向き合えるんだよね。

（坂井町宮領）

 

た
ん 

す

 

く
だ 

た
ま

ぎ
ょ
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か
い

 

し 

た
ん

⑨

⑪

①西谷遺跡
②杓子谷遺跡
③加戸下屋敷遺跡
④井江葭遺跡
⑤東荒井遺跡
⑥井伊遺跡
⑦上兵庫遺跡
⑧河和田遺跡
⑨長屋遺跡
⑩高柳･下安田遺跡
⑪林･藤島遺跡

″

″

″

″

″

″

と  いし たまのこ

｢

（
充
）

あ
め住み慣れたところで いつまでも自分らしく

ずっと元気に過ごそう　　   …2

地域包括支援センターをご利用ください


